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平成19年第３回定例 

夕張市議会会議録 

平成19年９月20日(木曜日) 

午前10時30分開議 

――――――――――――――――――――――― 

◎議事日程 

第 １ 一般質問 

第 ２ 議案第 ５号 夕張市情報公開条例の一部

改正について 

第 ３ 議案第 ６号 夕張市医療費給付に関する

条例の一部改正について 

第 ４ 議案第 ７号 夕張市生活館等設置条例の

一部改正について 

第 ５ 議案第 ８号 町の区域の変更について 

第 ６ 議案第 ９号 市道路線の認定について 

第 ７ 議案第１０号 夕張市教育委員会委員の任

命について 

第 ８ 議案第１１号 平成１９年度夕張市一般会

計補正予算 

議案第１２号 平成１９年度夕張市国民健

康保険事業会計補正予算 

議案第１３号 平成１９年度夕張市老人保

健医療事業会計補正予算 

議案第１４号 平成１９年度夕張市診療所

事業会計補正予算 

第 ９ 議案第１５号 夕張市土地開発公社の定款

の一部変更について 

第１０ 選挙第 １号 夕張市選挙管理委員会委員

並びに同補充員の選挙につ

いて 

第１１ 認定第 １号 平成１８年度夕張市水道事

業会計決算の認定について 

認定第 ２号 平成１８年度夕張市病院事

業会計決算の認定について 

第１２ 報告第 １号 定期監査の結果について 

第１３ 報告第 ２号 例月現金出納検査の結果に

ついて 

報告第 ３号 例月現金出納検査の結果に

ついて 

報告第 ４号 例月現金出納検査の結果に

ついて 

報告第 ５号 例月現金出納検査の結果に

ついて 

第１４ 意見書案第 １号 被爆者に対して適正な

援護の推進を求める

意見書 

――――――――――――――――――――――― 

◎出席議員（9名） 

 高 間 澄 子 君 

 伝 里 雅 之 君 

 島 田 達 彦 君 

 角 田 浩 晃 君 

 加 藤 喜 和 君 

正 木 邦 明 君 

 高 橋 一 太 君 

 新 山 純 一 君 

 山 本 勝 昭 君 

――――――――――――――――――――――― 

◎欠席議員（なし） 

――――――――――――――――――――――― 

午前１０時３０分 開議 

●議長 加藤喜和君  これより平成19年第3回定

例夕張市議会第3日目の会議を開きます。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 加藤喜和君  本日の出席議員は9名、全

員であります。 

―――――――――――――――――――――――

●議長 加藤喜和君  本日の会議録署名議員は、

会議規則第118条の規定により 

正木議員 

高橋議員 

を指名いたします。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 加藤喜和君  この際、事務局長から諸般

の報告をいたします。 

●事務局長 竹下明洋君  報告いたします。 
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 参与並びに書記の職氏名についてでありますが、

先に配付のとおりであります。 

 以上で報告を終わります。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 加藤喜和君  日程に入ります前に、案件

の追加とその取扱いについて、議会運営委員会委員

長の報告を求めます。 

 角田議員。 

●角田浩晃君（登壇）  追加案件の提出にかかわ

り、その取扱い等について協議のため、先に議会運

営委員会を開催しておりますので、その結果につい

てご報告申し上げます。 

  追加提出されることとなりました案件は、議案第

11 号平成 19 年度夕張市一般会計補正予算、議案第

12 号平成 19 年度夕張市国民健康保険事業会計補正

予算、議案第13号平成19年度夕張市老人保健医療

事業会計補正予算、議案第14号夕張市診療所事業会

計補正予算及び議案第 15 号夕張市土地開発公社の

定款の一部変更についての5議案と、議会から提出

の選挙第1号夕張市選挙管理委員会委員並びに同補

充員の選挙についてでありまして、この案件の取扱

いにつきましては、本日の本会議において上程し、

即決することといたしたところであります。 

  この結果、本定例市議会における付議案件数は、

議案15件、認定2件、選挙1件、報告5件、意見書

案1件の、合わせて24件となるものであります。 

以上で報告を終わります。 

●議長 加藤喜和君  ただいまの報告のとおり、

取り扱うことと決定して、ご異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

異議なしと認めます。 

したがって、そのように取り扱ってまいります。 

本日の日程は、お手元に配付しているプリントの

とおりであります。 

 それでは、直ちに日程に従って会議を進行いたし

ます。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 加藤喜和君  日程第 1、これより、昨日

に引き続き一般質問を行います。 

 本日の質問者は、伝里議員、角田議員であります。 

 それでは、伝里議員の質問を許します。 

 伝里議員。 

●伝里雅之君  おはようございます。伝里雅之で

す。通告に従い、ごみ問題の質問をしてまいります。 

１、ごみ処理は市民生活の大切な基盤であり、市

にとって大事なインフラ整備と考えます。本市が財

政再建団体になったことをきっかけにして、ごみ処

理にかかる経費の削減、処理場の延命のためのごみ

減量化を目指し、7月17日からごみの有料収集が実

施されています。2 カ月が経過し、目的であったご

みの減量化はどのくらいの成果が出ていますか。懸

念されていたごみ出しのマナー、不適正搬出、資源

ごみの分別、不法投棄などの実態はどのようになっ

ていますか。 

 ２、ごみ有料化の住民説明会で、富野じん芥埋め

立処分施設はあと10年ほどで利用できなくなると聞

きましたが、減量化でどれほど利用年数が長くなる

と計算されていますか。次の処理場建設計画につい

て先の住民説明会では、はっきりした答えが出ない

までも3つの方法を検討中だと聞きました。どのよ

うな方法を検討中なのかお聞かせください。 

 以上。 

●議長 加藤喜和君  市長。 

●市長 藤倉 肇君  伝里議員のご質問にお答え

いたします。 

  最初に、ごみ処理手数料有料化後のごみの減量化

はどうなっているのかということでありますが、本

市にあっては、有料化後の家庭ごみの排出量予測に

ついては有料開始である本年度において、昨年度と

比較し25％の減量と試算しております。  

  初年度である本年度の減量率は、既に有料化を実

施している近隣市町における実績を加味して予測し

ても、有料化後2ケ月を経過した現時点における家

庭ごみの排出量は、7月 17 日から 8月 31 日の実績

で比較すると、約41％、重量にして約382トンの減

量となっております。ただし、これはいわゆる駆け
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込み排出があった7月前半は除外しております。 

次に、有料化によって懸念されていた不正処理、

不法投棄、資源ごみ分別等の状況でありますが、有

料化実施から9月10日までの間において、指定ごみ

袋及び処理券を使用していないなどの、いわゆる排

出ルールの守っていないケースが全体で約2,200件

ありました。こうした排出ごみについては、バツ印

の警告用紙を張り、適正な処理による再排出を呼び

かけるなど対応を行ってきております。そのような

対応の結果や効果については、各町内会の自主的な

活動、ご協力もあり、不正処理は減尐傾向にただい

まあります。 

以上であります。 

  もうひとつありました。一方、不法投棄でありま

すけれども、これにつきましては、道路沿いまたは

山林等を初めとして様々なところで不法投棄が残念

ながら発生しております。市といたしましては、こ

のような不法投棄を未然に防いでいくことが重要で

あり、日常的に監視体制強化を図るために、町内会

組織との連携を深めていかなければならないものと

思っております。 

また次に、資源ごみについては透明又は半透明の

袋を使用し、一般ごみとの混合を避けて排出するよ

うにお知らせをしてありますが、十分な理解が得ら

れないため、不適切な処理になっているものが多く

見受けられます。この対応については、市が収集を

行っている７品目の種類とその処理方法について、

わかりやすくチラシを作成するとか、それを配布す

る等で、引き続き周知徹底を図るように努めていか

なければならないものと考えております。 

このような具体的な努力を重ねながら、環境衛生

の観点から新しいまちづくりを市民との協働で進め

ていき、ごみのないまち、美しい夕張のまちを目指

して、全市民で取り組みを図っていくことが非常に

重要であると認識しております。 

この件につきましては、市民各位のご理解とご協

力を改めてお願い申し上げる次第でございます。 

以上でございます。 

●議長 加藤喜和君  2点目を。 

●市長 藤倉 肇君  失礼しました。 

それでは、あわせてごみ問題についての答弁をい

たします。 

先ほどご質問のありました、富野じん芥埋め立処

分地施設の今後の見通し、また将来に向けてどう考

えているかというご質問でございますが、ご質問に

もありますように、富野じん芥埋め立処分地施設は、

有料化に伴いごみ排出量の減量化を見込んで試算を

してもあと10年は持つというもので、逆を言います

と、あと10年をもって埋め立て終了となるというふ

うに試算しております。年度で言えば、平成30年度

をもって終了となる見込みでございます。先にもご

説明いたしましたとおり、有料化後の実績を見る限

りにおいては、ごみの有料化が減量への大きな役割

を果たしており、現状推移でいくと、計算上は先ほ

ど申し上げました10年以上の使用期間が見込めると

思っております。しかし、近隣市町においてのごみ

の排出量を見てみますと、有料化2～3年後にしてま

た増加傾向に転じてきているという状況が出ており

ます。これらを踏まえて、今後の推定予測をします

が、なかなか難しい局面に立っております。したが

って、市としては富野じん芥埋め立処分地施設は、

試算どおり今後10年後をめどに、将来の方向性を見

極めていかなければならないと考えているところで

ございます。 

 そこで、次の処分場をどうするかという問題であ

りますが、現在3つの選択肢を持っております。 

  まず一つ目は、現在、近隣の岩見沢市、美唄市、

三笠市、月形町との連携による南空知地域ごみ処理

広域化において処理をしていく方法がひとつであり

ます。この広域化の議論は、以前からかなりの時間

をかけて行われておりますが、5 市町においてそれ

ぞれの応分の負担を行いながら、焼却施設、処分施

設を建設し運営にあたっていく方法と、可燃ごみの

みを歌志内市に所在する民間焼却施設において処分

を行う方法ということで検討しているところであり

ます。 
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 二つ目は、現在、夕張シューパロダム建設工事が

行われておりますが、平成23年度実施予定の試験湛

水、水をためることですね、試験湛水を前にして、

旧鹿島じん芥埋め立地の埋め立て終了ごみを別の場

所に移転することとなっております。これは、ダム

工事の事業主体である北海道開発局石狩川開発建設

部において移転工事を実施、新たなごみ処分地を建

設し再度埋め立て処分を行うという前提で作業が進

められておりますが、この事業に夕張市も共同事業

として参画しながら新処分場を建設するという方法

であります。この際、これもまた応分の建設費用は

夕張市の負担となるものと思います。 

さらに三つ目でありますが、夕張市が単独で処分

場を建設するものであります。国の交付金事業とし

て実施していくためには、ごみの分別処理をはじめ

とする中間処理をしっかりとしていくことがその条

件となっております。 

  ただいま申し上げた3つのごみ処理方法の選択肢

をもって、市としては検討を進めておりますが、い

ずれも再建計画には登載されていない事業でありま

すので、また、財政負担が伴うことから、今後、国・

道との新たな協議が必要となってくるものと思われ

ます。事業実施に向けて、課題はこのように多くあ

りますが、その対応には慎重かつ万全を図っていき

たいと考えております。そのためにも、まず一般ご

みの分別収集を実施していくための準備を急ぎ、円

滑に移行実施が図られるような最大の努力を傾けて

まいりたいと思っております。 

 失礼いたしました。以上です。 

●議長 加藤喜和君  再質問ありますか。 

 伝里議員。 

●伝里雅之君  明快な回答、答弁ありがとうござ

います。 

41％減という、今までのところすばらしい実績で、

担当課の努力に敬意を表します。 

まだしかし、不適切な排出をする人が多いのも事

実のようです。現在、資源ごみの7品目以外はすべ

て埋め立て処分にしていますが、これからのごみ処

理の方向性から、将来間違いなく実施しなければな

らない多品目分別に向け、せめて生ごみと他のごみ

を分別収集し、別々に埋め立て処理していかなけれ

ばならないと思います。この点はどうお考えですか。 

先ほど市長から答弁いただいたようにですね、処

分場は10年をめどに使用できなくなります。処分場

建設には5年ほどかかると聞いています。というこ

とは、もう5年後には着工しなければなりません。

ということは、逆算しますと今からどんどん計画を

進めていかなければならないということです。何と

か早く、計画を作っていただいて、そちらの方向に

向け進んでいってもらいたいと思います。 

もうひとつですね、これから将来に向け不法投棄

をさせない、間違いのない分別方法などの具体的な

対策をどうお考えですか。 

この2点をちょっとお聞きしたいと思います。 

●議長 加藤喜和君  市長。 

●市長 藤倉 肇君  本件につきましては、市民

課長からるるご説明申し上げます。 

●議長 加藤喜和君  市民課長。 

●市民課長 寺江和俊君  議員ご指摘のとおり、

ごみの減量については、有料化を実施するだけでは

その効果は十分でないというふうに考えてございま

す。燃やせるごみは燃やす。生ごみは堆肥化を初め

として、自然にやさしい形で土に返していく。資源

となるべきごみは、リサイクルによって有効に活用

していくなどの基本的は処理をまず実施することが

重要であると認識しているところでございます。 

 こうした処理収集と有料化が一体となりまして、

初めてごみの減量化に対する効果が大きなものにな

っていくというふうに考えているところでございま

して、担当課といたしましては、まず夕張市は今後

将来に向けてごみをどう収集し処分していくのかと

いう基本的な計画について再検討をしていかなけれ

ばならないというふうに考えているところでござい

ます。しっかりとした議論の上にたって、この基本

線を確立させていかなければならないというふうに

考えてございます。そうしたことを踏まえ、議論の



平成 19 年 3定 3日目 

－37－ 

到達点といたしまして、処分場のあり方についても

おのずと答えが出てくるものと考えているところで

ございます。ご指摘のとおり時間的猶予は多くあり

ません。したがいまして、具体的な検討作業に入っ

てまいりたいというふうに考えてございます。分別

収集や処分場にかかる事業の実施に当たりましては、

その財源対策を初めとして多くの課題がございます。

検討に当たっては、夕張市の置かれている状況を十

分に踏まえながら、どうした方法が最善なのかを見

極めていかなければならないと考えます。いずれに

いたしましても、早急に結論が出せるように最大限

の努力をしていきたいと思います。 

また、ごみ問題に取り組んでいくためには市民の

理解が不可欠であります。ご質問の中にもあったよ

うに、自発的に活動を展開されている市民の方々か

らの意見、知恵なども十分に参考にさせていただき

ながら今後進めてまいりたいと考えております。な

お、不法投棄の問題でありますが、これはやはりマ

ナーの問題でございますので、十分に今後も市民に

周知徹底を図って、不法投棄をさせないという取り

組みが大事であろうというふうに思います。いろい

ろ議会からも、議員各位からもお知恵を拝借しなが

らですね、住民啓宣に一生懸命努めてまいりたいと

このように考えてございます。 

 以上でございます。 

●議長 加藤喜和君  伝里議員、再質問ございま

すか。 

 伝里議員。 

●伝里雅之君  マナーの問題なのですが、市民の

周知徹底ということですけれど、どのような方法を

考えているのか、それをひとつ最後に聞きたいと思

います。 

それで夕張では今、再建団体になったことで、課

長がおっしゃられるように市民の中に生まれつつあ

る自分たちのまちは自分たちの手でという気運が生

まれています。そんな中、市長のおっしゃられるよ

うに、ごみ問題に高い関心を持つグループも結成さ

れています。私がそのグループと隣町の栗山町に行

き調べた結果、36品目もの分別で埋立ごみが約30％

減量しています。尐しでも処理場の利用年数を長く

するためのごみ減量には、徹底した分別、マナーが

必要と感じました。私はそのような市民グループの

知恵と力を借りながら、やがて大きな市民運動のう

ねりに変え、ごみ問題を解決していかなければなら

ないと考えます。 

これは私の提言とさせていただきます。 

先ほど例に挙げた栗山町では、200 回もの住民説

明会を行いました。それでもまだまだ間違ってごみ

を出す人がいますが、悪質な出し方をする人は非常

に尐ないそうです。私は一日も早いごみの処理場の

計画を行政が示すことで、市民がより前向きに行動

することができると思います。 

炭鉱最盛期には黒い川が繁栄の証であった夕張で

すが、今は最上流のまちとしてきれいな川を、森を

子供たちに残すことが私たちの役目です。まだ先の

話だと先延ばしに出来ない大きな問題です。早め早

めに手を打っていくべきと思います。これからも積

極的、また継続的にこの問題を議論していきたいと

思います。 

以上。 

●議長 加藤喜和君  今、提言もありましたけれ

ども。周知徹底方法について具体的にお示しできれ

ばという質問もありましたので、それについては市

民課長ですか。 

 市民課長。 

●市民課長 寺江和俊君  再度、ご指摘のござい

ました不法投棄、これの住民啓宣をどう図っていく

かというご質問でございます。これは、先ほど市長

答弁もありましたとおり、一般の市民の方々に対し

てはイラスト入りで、現在も収集を行っている7品

目も含めて、夕張のごみ処理方法をわかりやすく、

やはり丁寧に説明できるようなそういうチラシを早

急に作って、全戸に配付してまいりたいとこのよう

に考えてございます。 

 なお、先ほどから申し上げているとおり、このご

みの不法投棄の対策については、町内会組織等との
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活動の連携が非常に大きなキーとなってまいります。

したがいまして、担当課といたしまして町内会組織

の代表者に集まっていただきながら、会合の中でで

すね、現状として地域でどのような不法投棄の実態

があるのか、不正処理の実態があるのか。このよう

なことの突き合わせを行いながら最善の策を町内会

組織の皆さんと一緒に市民課としても考えていきた

いと、このように思っております。なお、先ほどか

ら申し上げているとおりですね、先進的な取り組み

を行っていただいている市民グループもございます。

そういった方々ともさらに連携を深めていけるよう

に、最大限の努力を傾けていきたいと、このように

考えてございます。 

 以上でございます。 

●議長 加藤喜和君  市長。 

●市長 藤倉 肇君  今、市民課長の方からるる

説明してもらいましたけれども、やはりこのごみ問

題というのは、議員もおっしゃっているようにマナ

ーなんですね。マナーということは、啓蒙しなけれ

ば、これいけないわけです。啓蒙というのは、繰り

返し繰り返し啓蒙指導し、それが行動に起こる。つ

まり意識改革がないといかんわけなんですね。 

 こういう意味で今、課長の方からもお話をさせて

もらいましたけれども、市としてはチラシとかそう

いうものでＰＲをします。また、町内皆さんとの話

し合いを続ける。これは時間がかかることでござい

ます。しかし、これなくして罰則だけでは解決でき

ませんので、今、議員がおっしゃるように、繰り返

し繰り返し啓蒙をやっていきますので、議員各位に

おかれましても、よろしくご協力をお願いしたい。

このように思います。 

●議長 加藤喜和君  伝里議員、よろしいですね。 

   〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

 以上で、伝里議員の質問を終わります。 

 次に、角田議員の質問を許します。 

 角田議員。 

●角田浩晃君  よろしくお願いします。通告に従

い一般質問を行います。 

 初めに、空知産炭地域総合発展基金についてお伺

いいたします。 

 1点目に、5市1町の枠組みにおける本市の位置付

けと再建計画とのかかわりについてお伺いいたしま

す。第8次石炭政策が終了し、ポスト8次策がスタ

ートした平成4年度から5年度にかけて、道、5市1

町、民間企業が出資して地域振興を重点的に支援す

るために造成された基金 50 億 5,000 万円と、平成

12 年度から 13 年度にかけ道の出資により産炭地域

新産業創造等基金として 45 億円が造成され、合計

95億5,000万円の空知産炭地域総合発展基金の取り

扱いについて、財政再建下にある本市の立場と本市

を除く4市1町の間で、どのような協議がされてい

るのか。また、本基金の取り崩しと再建計画のかか

わりはどのようになっているのかお伺いいたします。 

 2 点目に、基金を活用する具体的な事業計画はあ

るのかについてお伺いいたします。昨年の9月に産

炭基金取り崩し合意文書が発表されました。主な中

身については、本基金を運用型から取り崩し型へ変

更するものであり、真に必要な事業に資金が充てら

れることを確保すべく、有識者の意見を聞きながら

行うことが必要とされ、知事の責任を持って厳格に

その運用に当たるということが、その条件について

おります。4年後には廃止される内容になっており、

補助率が4分の3と高く、有効な活用が求められる

ところであります。 

 先の行政常任委員会の報告におきまして、夕張市

土地開発公社が所有する土地1,400ヘクタールを取

得し、桜、もみじの植樹や自然を生かしたオートバ

イの耐久レース「エンデューロ」を推進するための

資金として、また夕張医療センターの改修費用の一

部、し尿処理場の重油漏れに伴う整備費として、お

よそ8億円の取り崩しを8月に申請したとの内容の

報告を受けたところであります。 

 4 年間の期限付きであるこの基金の活用をどのよ

うな観点で進めていくのかお伺いいたします。 

 以上で質問を終わりますので、ご答弁よろしくお

願いいたします。 
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●議長 加藤喜和君  市長。 

●市長 藤倉 肇君  角田議員の質問にお答えし

ます。 

 初めに、5市1町の枠組みについて、本市の位置付

けと再建計画とのかかわりについてというご質問で

ございました。 

空知産炭地域総合発展基金でございますが、これ

はご承知のように産炭地域の基盤整備等の地域振興

上必要な事業に対して、地域の振興と地域経済の振

興に寄与することを目的とした産炭地域基盤整備事

業、いわゆる旧基金、これが50億5,000万円が積み

立てられております。また別途、新産業の創造に資

する事業に対し、地域経済の広域的・内発的・自立

的発展を目的とした産炭地域新産業創造等事業、い

わゆる新基金45億円が積み立てられているところで

あります。議員のおっしゃるとおり。これらの基金

については、本市を含めた空知産炭地域5市1町、す

なわち芦別市、赤平市、歌志内市、三笠市、夕張市、

上砂川町で活用することとしております。 

また、この基金については他の補助金等に比べて

補助率が非常に高く、旧基金では 4 分の 3、新基金

では3分の2であり、自己負担が尐なくてすむこと

から、財政再建団体である本市にとっては、財政再

建計画との関わりにおいて財政の健全化を着実に図

りつつ、現在活用している施設並び継続的な利用や

新産業の創出、新規雇用の創出のために、基金の有

効活用を検討することとしているところでございま

す。 

 以上、旧基金と新基金の活用、そして夕張市のお

かれた立場としての答弁とさせていただきます。 

さらに今、議員のご質問の中には基金を活用する

具体的な事業というような質問もございました。そ

れについてお答えします。基金を活用する具体的な

事業としては、今回、本市としては夕張自然体験型

観光促進プロジェクト、夕張市立診療所整備事業、

さらにはし尿処理場整備事業のこの三つの事業を申

請したところでございます。夕張自然体験型観光促

進プロジェクトとは、過去の観光行政の反省にたち

まして、これまでの箱物観光とは全く異なるもので

あります。具体的には、市民や道、民間企業が協力

して行っている桜ともみじの植樹のための植裁場所､

植える場所をですね、確保し、樹木の管理、それか

ら育成を図るとともに、もうひとつ夕張市の地形や

自然を活かしたモータースポーツ、すなわちエンデ

ューロの競技に必要な土地を確保するものでありま

す。これによりまして、夕張の地形資源である恵ま

れた自然そのものの魅力を一層拡大させ、一年を通

して、桜、緑、もみじ、雪という四季折々の彩りの

あるまちとして、交流人口、観光客ですね、交流人

口の増加を図ってまいりたいと考えております。次

に、夕張市立診療所整備事業として、総合病院から

診療所へ規模を縮小した施設の効率化や高年齢化の

多い患者のためのバリアフリー化等を行ってまいり

ます。また、し尿処理場整備事業としては、し尿処

理場の配管の改修などを行うものであります。なお、

ゆうばり自然体験型観光促進プロジェクトとして取

得します土地は、現在夕張市土地開発公社が所有し

ているものであります。御存じのように、土地開発

公社の土地は市に代わって公共用地などを先行取得

したものでありまして、その縮減などにより公社の

設立者である地方公共団体の責任において、土地開

発公社の経営健全化を図るべきものであることから、

市が公社の土地を適切に買い戻すことでございます。

市といたしましては、こうした対応を的確に進める

ことが、土地開発公社の経営健全化を図ることはも

とより、その設立者である夕張市の財政健全化のた

めにも、これは不可欠なことであると認識している

ものであります。 

以上でございます。 

●議長 加藤喜和君  再質問ございますか。 

 角田議員。 

●角田浩晃君  それでは、再質問させていただき

ます。 

 ただいま、市長の方からご答弁いただきました。 

 その中におきまして、後段、土地開発公社の土地

を買い戻すということの中におきまして、夕張市の
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地内にある土地を有効に活用するんだと。それを自

然体験型の観光施設、施設とは言いませんね、景観

型の観光型に振り分けていくという中で、土地開発

公社の債務保証をしている夕張市の負担を軽減して

いくんだと、穴埋めにもなると、そしてプラス今植

えた木そのものが大きな花を咲かせ、大きな葉をつ

け景観としてすばらしいものになっていく。これは

将来に対する投資という形での表現だったのかと思

います。 

 そこで第１点としてですね、この公社の買戻しと

再建計画のかかわりについて、ひとつお聞きしたい

と思います。 

 再建計画上、この公社の取り扱いはどのような形

で考えておられるのか。 

 そして、箱物ではない、自然を生かした夕張市の

お客様に来ていただけるための景観観光。滝ノ上に

は立派な公園がございます。またこれから、シュー

パロダムが完成し、ダムも含めて大変ないい景観の

まちになろうかと思います。プラス桜ともみじとス

キー場という意味合いで、夕張市は立派な観光資源

を今持っているんだということで、ご説明をいただ

いていると思うんですが、公社と再建計画のかかわ

りについて、いまいち説明が不足だったのかなと思

いますので、その点についてよろしくお願い申しあ

げます。 

●議長 加藤喜和君  市長。 

●市長 藤倉 肇君  ただ今の私の答弁に対しま

して、まさに角田議員のご賢察のとおりでございま

す。 

 ただ一点、今お話にありました基金等につきまし

ては、それからただいまありました夕張市と公社の

かかわりにつきましては、副市長からご答弁いたし

ます。 

 はい。 

●議長 加藤喜和君  副市長。 

●副市長 羽柴和寛君  土地開発公社と再建計画

上のかかわりということでございますが、前段です

ね、土地開発公社の経営健全化対策というのは当然

設立者である夕張市の責任において、健全な方向で

土地等の買戻し等、そういったものについては国、

北海道等から全国的な土地開発公社という経営環境

が厳しいということから､いろんな助言､あるいは指

導がなされている状況です｡ 

そういったことから市としても公社の運営のあり

方は見直しをしていこうということで、財政再建計

画とのかかわりということであればですね、計画本

文、基本的な部分については公社と関係には触れら

れていませんけれども、年次計画、いわゆる財政再

建計画の年次計画の中ではいわゆる土地開発公社の

そういった経営健全化に資するよう計画的な位置付

けとしてですね、一定程度の公社のこういう土地に

ついては、市の公共用地先行取得という意味合いで、

取得したという経過を踏まえて、これはある程度計

画的に解消していく、土地を買戻しをしていくとい

う位置付けになっているという認識をしてございま

す。 

●議長 加藤喜和君  角田議員。 

●角田浩晃君  公社と計画上のかかわりについて

は、およそ理解するところであります。 

 最終的に公社の方も、この間は振興公社の方の清

算が行われ、土地開発公社の方も最終的には清算に

向けて努力していかなければならないことと思って

おります。 

 また、このたびのこの基金総額約8億円近い、実

質的にはもうちょっと低いでしょうが、事業という

ことで立ち上げております。さらにこれからの活用

という意味合いで、夕張市の債務保証ということで

最終的には責任がございます。その責任を果たすと

同時に、今行われている桜、もみじを中心としたこ

の事業のさらに推進も含めてご一考なされてはいか

がと思います。今、再建下にありまして、今植えた

桜は18年後には立派な木になり、立派な花を咲かせ、

大きな葉をつける。そんなたくましく育っている姿

を夕張市民を見ながら勇気づけられ、そして夕張に

来られた方々に夕張はすごいところだと改めて認識

していただけるのではないかと期待しております。
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そんな意味を込めまして、今大変な時期ではありま

すが、この小さな木が大きくなるよう私たちも力を

合わせて頑張っていきたいと思います。 

 市長、これからもよろしくお願いいたします。 

 どうもありがとうございます。終わります。 

●議長 加藤喜和君  特段よろしいですね。 

   〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

●議長 加藤喜和君  以上で、角田議員の質問を

終わります。 

 以上で、通告されました質問はすべて終了いたし

ましたので、日程第 1、一般質問は、これをもって

終わります。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 加藤喜和君  日程第 2、議案第 5 号夕張

市情報公開条例の一部改正についてを議題といたし

ます。 

 理事者から、提案理由の説明を求めます。 

 副市長。 

●副市長 羽柴和寛君（登壇）  議案第5号夕張

市情報公開条例の一部改正について、提案理由をご

説明申し上げます。 

 本市情報公開制度の実施にあたり、公文書の公開

を請求できる者は、夕張市に居住する者及び利害関

係にある者に限定している状況にあります。 

しかし、道内におきましては公文書の公開請求に

制限を設けているのは、道内35市のうち、本市を含

めて11市のみでございます。行政機関が行う情報公

開制度については請求にあたって制限を設けること

なく、開かれた行政が推進されている現状にありま

す。 

本市におきましても、公開請求できる者の制限を

撤廃して、誰もが公文書の公開を請求できることに

より、開かれた市政をさらに推進するために、本案

のとおり条例の一部を改正しようとするものでござ

います。 

 よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い

申し上げます。 

●議長 加藤喜和君  これより質疑に入ります。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

質疑、討論ともないようでありますから、直ちに

採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

異議なしと認めます。 

したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 加藤喜和君  日程第 3、議案第 6 号夕張

市医療費給付に関する条例の一部改正についてを議

題といたします。 

 理事者から、提案理由の説明を求めます。 

 副市長。 

●副市長 羽柴和寛君（登壇）  議案第6号夕張

市医療費給付に関する条例の一部改正について、提

案理由をご説明申し上げます。 

本案は、北海道医療給付事業のひとつであります

老人医療給付特別対策事業が、制度創設以来の社会

的状況や医療制度改正により、平成20年3月末日を

もって廃止となることに伴い、本市においても財政

再建計画に基づいて単独給付事業である老人医療給

付事業を廃止するため、本案のとおり条例の一部を

改正しようとするものであります。 

よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い

申し上げます。 

●議長 加藤喜和君  これより質疑に入ります。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

質疑、討論ともないようでありますから、直ちに

採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

異議なしと認めます。 

したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 加藤喜和君  日程第 4、議案第 7 号夕張

市生活館等設置条例の一部改正についてを議題とい
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たします。 

 理事者から提案理由の説明を求めます。 

 副市長。 

●副市長 羽柴和寛君（登壇）  議案第7号夕張

市生活館等設置条例の一部改正について、提案理由

をご説明申し上げます。 

本案は、地方自治法第244条の2第9項の規定に

より指定管理者が定める利用料金のうち、葬儀会場

として利用する場合の上限額を、現行の10万円から

15万円に引き上げ、指定管理者の施設運営管理経費

の確保を図るため、本案のとおり条例の一部を改正

しようとするものでございます。 

よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い

申し上げます。 

●議長 加藤喜和君  これより質疑に入ります。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

質疑、討論ともないようでありますから、直ちに

採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

異議なしと認めます。 

したがって、本件は原案のとおり可決されました。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 加藤喜和君  日程第 5、議案第 8 号町の

区域の変更についてを議題といたします。 

 理事者から提案理由の説明を求めます。 

 副市長。 

●副市長 羽柴和寛君（登壇）  議案第8号町の

区域の変更について、提案理由をご説明申し上げま

す。 

 本案は、平成13年11月に認可をされました夕張

市都市計画事業本町土地区画整理事業の施行に伴い

道路の切替えを行ったため、住初地区、社光地区、

本町1丁目、本町2丁目、本町3丁目地区の各地区

の区域の一部について、字界、地番の変更が必要と

なったことから、本案のとおり町の区域の一部を変

更しようとするものであります。 

 なお、本事業につきましては、夕張市本町土地区

画整理組合が実施主体となり実施してきた事業であ

り、平成21年3月をもって終了するものであります。 

 よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い

申し上げます。 

●議長 加藤喜和君  これより質疑に入ります。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

質疑、討論ともないようでありますから、直ちに

採決いたします。 

本件は、原案のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

異議なしと認めます。 

したがって、本件は原案のとおり可決されました。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 加藤喜和君  日程第 6、議案第 9 号市道

路線の認定についてを議題といたします。 

 理事者から提案理由の説明を求めます。 

 副市長。 

●副市長 羽柴和寛君（登壇）  議案第9号市道

路線の認定について、提案理由をご説明申し上げま

す。 

 本案は、北海道街路事業に伴い道道夕張岩見沢線

が切り替わるため、旧道道部の市道路線の認定をす

る必要があるので、道路法第8条第2項の規定によ

り提案するものでございます。 

 よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い

申し上げます 

●議長 加藤喜和君  これより質疑に入ります。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

質疑、討論ともないようでありますから、直ちに

採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

異議なしと認めます。 

したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

――――――――――――――――――――――― 
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●議長 加藤喜和君  日程第7、議案第10号夕張

市教育委員会委員の任命についてを議題といたしま

す。 

 理事者から提案理由の説明を求めます。 

 副市長。 

●副市長 羽柴和寛君（登壇）  議案第10号夕張

市教育委員会委員の任命について、提案理由をご説

明申し上げます。 

 本案は、現委員であります小林尚文さんが、本年

10月4日をもって任期満了となりますので、その後

任について、本案のとおり同氏を再度任命すること

について同意を得ようとするものであります。 

 なお、小林さんの略歴につきましては省略させて

いただきます。 

よろしくご審議の上、ご同意賜りますようお願い

申し上げます。 

●議長 加藤喜和君  これより質疑に入ります。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

質疑、討論ともないようでありますから、直ちに

決定してまいります。 

本件は、これに同意することにご異議ありません

か。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

異議なしと認めます。 

したがって、本件はこれに同意することに決定い

たしました。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 加藤喜和君  日程第8、議案第11号平成

19 年度夕張市一般会計補正予算、議案第 12 号平成

19年度夕張市国民健康保険事業会計補正予算、議案

第13号平成19年度夕張市老人保健医療事業会計補

正予算、議案第14号平成19年度夕張市診療所事業

会計補正予算、以上4議案一括議題といたします。 

 理事者から提案理由の説明を求めます。 

 副市長。 

●副市長 羽柴和寛君（登壇）  議案第11号ない

し議案第14号の4議案、一括して提案理由をご説明

申し上げます。 

 本 4 議案につきましては、去る 9 月 13 日の定例

市議会冒頭におきまして、夕張市財政再建変更計画

書の議決をいただき、同日付けで総務大臣あて財政

再建計画変更協議申出書を提出したところでありま

すが、今般、9月19日付けで本市の財政再建計画を

変更することについて、総務大臣の同意が得られま

したことから、これを踏まえ、直ちに地方財政再建

特別措置法第3条第7項の規定に基づき関係予算の

調製を行ったものであります。 

初めに、議案第11号平成19年度夕張市一般会計

補正予算についてでありますが、まず第1条歳入歳

出予算の補正額 12億 1,384 万 4,000 円の内訳につ

きましては、15 ページ、一般会計歳入歳出予算補

正事項別明細の歳出からご説明申し上げます。 

2 款総務費、1項総務管理費につきましては、人

件費及び庁舎管理経費の予算組替え及び庁舎ボイ

ラー補修経費を計上するほか、職員退職手当及び職

員等旅費並びに幸福の黄色いハンカチ基金に係る積

立金及び助成金所要額を計上するものであります。 

なお、人件費所要額の減額につきましては、以下、

予算組替えによるものとなりますので、説明を省略

させていただきます。 

16 ページ、3 款民生費、1 項社会福祉費につきま

しては、本年 10 月より始まる障害者自立支援事業

のシステム改修経費及び国民健康保険事業会計並

びに老人保健医療事業会計との関連による繰出金

所要額を計上するものであります。 

18ペ－ジ、4款衛生費、1項保健衛生費につきま

しては、診療所事業会計との関連による繰出金所要

額を計上するものであります。 

19ページ、2項清掃費につきましては、し尿処理

場重油流出汚染防止経費所要額を計上するもので

あります。 

 21 ページ、7 款商工費､1 項商工費につきまして

は、旧観光事業会計に係る消費税納付経費所要額を

計上するものであります。 

22ページ、2項観光費につきましては、道道千代

田丁未線改良工事に伴う観光案内看板設置経費所
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要額を計上するものであります。 

23ページ、8款土木費、2項道路橋りょう費につ

きましては、庁舎ボイラー補修経費に対する財源措

置のため減額計上するものであります。 

24ページ、9款消防費につきましては、中央・末

広分団移転に伴う経費について、予算組替えを行う

ものであります。 

25 ページ、10 款教育費、1 項教育総務費につき

ましては、学校統廃合に伴うスクールバス購入費を

追加計上するものであります。 

26 ページ、11 款公債費につきましては、公的資

金に係る既往債の繰上償還等に伴い、利子は減額計

上いたしますが、借換債の発行に伴い元金につきま

しては、所要額を追加計上するものであります。 

7ページに戻ります。 

歳入につきましては、歳出に関連する特定財源を

それぞれ関係科目に計上するほか、財団法人夕張振

興公社からの出資金返還金及び夕張木炭製造株式

会社貸付金返還金等を計上するものであります。 

 この結果、歳入歳出予算の総額は、443 億 2,509

万 1,000円となるものであります。 

第2条、地方債の補正につきましては、4ページ、

第2表のとおり変更するものであります。 

以上で一般会計補正予算の説明を終わります。 

次に、議案第 12 号夕張市国民健康保険事業会計

補正予算につきましては、第1条歳入歳出予算の補

正において、平成 20 年度から施行される後期高齢

者医療保険制度の導入に伴い必要となる保険料賦

課徴収システムの改修経費並びに保険財政共同安

定化事業拠出金等に関する経費を計上する一方、こ

れに見合う歳入として国庫支出金及び療養給付費

等交付金並びに一般会計からの繰入金等を計上す

るものであります。 

歳入歳出予算の補正額は、1億 3,309万 4,000円

となり、この結果、歳入歳出予算の総額は22億4,973

万 9,000円となるものであります。 

以上で国民健康保険事業会計補正予算の説明を

終わります。 

 次に、議案第 13 号夕張市老人保健医療事業会計

補正予算につきましては、第1条歳入歳出予算の補

正において、国民健康保険事業会計と同様に平成

20 年度から施行される後期高齢者医療保険制度の

導入に伴い市が運用する後期高齢者医療制度シス

テムの整備費等に関する経費を計上する一方、これ

に見合う歳入として、国庫支出金並びに一般会計か

らの繰入金等を計上するものであります。 

歳入歳出予算の補正額は、2,263万 3,000円とな

り、この結果、歳入歳出予算の総額は、26億 1,625

万円となるものであります。 

以上で老人保健医療事業会計補正予算の説明を

終わります。 

次に、議案第 14 号夕張市診療所事業会計補正予

算につきましては、第1条歳入歳出予算の補正にお

いて、診療所施設の改修費のほか、旧病院事業債と

して診療所会計が引き継いだ地方債償還費のうち、

一般会計と同様に高金利の地方債に係る公債費負

担を軽減する補償金なしの繰上償還するために必要

な経費を計上する一方、これに見合う歳入として、 

道支出金等並びに一般会計からの繰入金のほか、既

往債を繰上償還するための借換債の発行など、所要

の額を計上するものであります。 

歳入歳出予算の補正額は、4億 854万 2,000円と

なり、この結果、歳入歳出予算の総額は、11億 113

万 6,000円となるものであります。 

第 2 条地方債の補正につきましては、4 ページ、

第2表地方債補正のとおり変更しようとするもので

あります。 

 以上で診療所事業会計補正予算の説明を終わり

ます。 

以上、議案第 11号ないし議案第 14号の 4議案、

一括して提案理由をご説明申し上げました。 

よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い

申し上げます。 

●議長 加藤喜和君  これより質疑に入ります。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

質疑、討論ともないようでありますから、直ちに
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採決いたします。 

本4議案は、原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

異議なしと認めます。 

したがって、本4議案は原案のとおり可決されま

した。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 加藤喜和君  日程第9、議案第15号夕張

市土地開発公社の定款の一部変更についてを議題と

いたします。 

 理事者から提案理由の説明を求めます。 

 副市長。 

●副市長 羽柴和寛君（登壇）  議案第15号夕張

市土地開発公社の定款の一部変更について、提案理

由をご説明申し上げます。 

 本案は、夕張市土地開発公社の業務の縮小に伴い、

役員定数を現行17名以内から6名以内に減尐するほ

か、郵政民営化法等の施行に伴い、預金先から郵便

貯金を削除することを主な内容とする夕張市土地開

発公社定款を変更することについて、公有地の拡大

の推進に関する法律第14条第2項の規定に基づき、

議会の議決を得ようとするものであります。 

 よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い

申し上げます。 

●議長 加藤喜和君  これより質疑に入ります。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

質疑、討論ともないようでありますから、直ちに

採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

異議なしと認めます。 

したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 加藤喜和君  日程第10、選挙第1号夕張

市選挙管理委員会委員並びに同補充員の選挙を行い

ます。 

 この選挙は、現委員並びに同補充員が、来る 11

月9日をもって任期満了となりますので、地方自治

法第182条第1項及び第2項の規定により、選挙を

行おうとするものであります。 

 お諮りいたします。 

 選挙の方法については、地方自治法第 118 条第 2

項の規定により指名推選によりたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。 

 したがって、選挙の方法は指名推選によることに 

決定いたしました。 

 お諮りいたします。 

 指名の方法については、議長において指名いたし

たいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議長において指名することに決定い

たしました。 

 それでは、直ちに指名いたします。 

 夕張市選挙管理委員会委員には、板谷努さん、立

花和之さん、井口靖子さん、庄司槇子さん、また同

補充員には、補充の順位によって服部忠さん、千葉

鉄雄さん、黒澤良道さん、澤本正美さんをそれぞれ

指名いたします。 

 ただいま指名いたしました方々を当選人と定める

ことにご異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。 

 したがって、ただいま指名いたしました方々が、

夕張市選挙管理委員会委員並びに同補充員に当選さ

れました。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 加藤喜和君  日程第11、認定第1号平成

18年度夕張市水道事業会計決算の認定について、認

定第2号平成18年度夕張市病院事業会計決算の認定

について、以上2案件一括議題といたします。 
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 理事者並びに監査委員から、説明あるいは報告す

ることがありましたら発言を許します。 

 副市長。 

●副市長 羽柴和寛君（登壇）  認定第1号平成

18年度夕張市水道事業会計決算及び認定第2号平成

18年度夕張市病院事業会計決算を議会の認定に付す

に当たり、その概要をご説明申し上げます。 

初めに、認定第1号平成18年度夕張市水道事業会

計決算の認定についてでありますが、水道事業の経

営に当たりましては、安全で安定した給水の確保を

図るための諸施設及び配水管などの整備を進めてい

るところでございます。 

 平成18年度の建設改良事業につきましては、配水

施設整備事業として、富野１号橋架け替えに伴う工

事、及び高速道路改良に伴う楓地区の支障水道管の

移設工事を実施いたしました。 

 また、メーター更新事業として、年次計画に基づ

き587個の期限切れメーターの取り替えを実施した

ところでございます。 

 次に、決算の内容についてでありますが、初めに

収益的収入及び支出のうち、収入につきましては最

終予算額 6億 2,210 万 4,000 円に対し、決算額は 6

億1,343万6,135円となり、収入率は98.6％であり

ます。支出につきましては、最終予算額 4 億 1,696

万 8,000円に対し、決算額は4億1,167万 421円と

なり、執行率は98.7％であります。 

この結果、収益的収支につきましては、消費税に

かかわる税抜き処理後、2億32万979円の純利益と

なり、前年度繰越欠損金5,300万 272円から差し引

いた1億4,732万 707円が、当年度未処理分利益剰

余金となるものであります。 

 次に、資本的収入及び支出のうち収入につきまし

ては、最終予算額1億1,558万2,000円に対し、決

算額は 1,532 万 9,100 円で、収入率は 13.3%であり

ます。支出につきましては、最終予算額 4 億 6,294

万 9,000円に対し、決算額は3億6,248万 6,820円

となり、執行率は78.3%であります。 

この結果、資本的収入が資本的支出に対して不足

する額3億4,715万 7,720円は、当年度消費税資本

的収支調整額並びに過年度及び当年度損益勘定留保

資金及び当年度利益剰余金処分額で補てんをいたし

ました。 

 以上、平成18年度水道事業会計決算の概要につい

てご説明申し上げましたが、今後とも水道事業の経

営に当たりましては、安全で安定的な給水の確保と

健全経営の維持について、なお一層の努力をしてま

いる所存でございます。 

次に、認定第2号平成18年度夕張市病院事業会計

決算の認定についてでありますが、平成18年度にお

ける収益的収入及び支出につきましては、収入の最

終予算額 64 億 8,965 万 1,000 円に対し、決算額は

60億1,379万6,935円となり、収入率は92.7％であ

ります。支出につきましては、最終予算額24億1,850

万 5,000円に対し、決算額は、23億5,597万2,353

円となり、執行率は97.4％であります。 

この結果、収益的収支につきましては、消費税に

かかわる税抜き処理後36億5,702万6,138円の当年

度純利益となり、前年度繰越欠損金を差し引きしま

すと6億5,401万 7,507円が当年度未処理欠損金と

なります。 

 次に、資本的収入及び支出でありますが、収入の

最終予算額10億4,861万円に対し、決算額は10億

4,861万円となり、収入率は100.0％であります。支

出につきましては、最終予算額20億9,426万 3,000

円に対し、決算額は20億7,684万545円となり、執

行率は、99.2％であります。 

 以上、決算の概要についてご説明申し上げました

が、市立総合病院は平成18年度末をもって廃止し、

平成19年度からは市立診療所として規模を縮小し、

指定管理者による運営を行っているものでございま

す。 

 以上、認定第1号及び認定第2号について、その

概要をご説明申し上げました。 

 よろしく、ご審議の上、ご認定賜りますようお願

い申し上げます。 

●議長 加藤喜和君  藤原監査委員。 
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●監査委員 藤原 哲君（登壇）  平成18年度企

業会計の決算について審査を行いましたので、その

結果について、ご説明申し上げます。 

平成18年度、水道事業会計及び病院事業会計の決

算につきましては、当該会計年度終了後、市長さん

から決算書の提出を受け審査をいたしました。 

決算の内容につきましては、両会計とも一般会計

から補助金の繰入れがあり、その結果、水道事業会

計では累積欠損金が解消され、病院事業会計におい

ても年度内のいわゆる不良債務が消失し、累積欠損

金も縮減した上で、病院事業会計廃止の後を受けた

診療所会計へと引継ぎがされたところであります。 

次に、審査手続きについてでありますが、各会計

決算書及び付属書類について、地方公営企業法等関

係法令に準拠して作成されているか、また、これら

の計数の正確性を検証するため、関係諸帳簿との照

合を行いました。また、予算の執行状況の調べ等、

通常実施すべき審査を行いました。 

その結果、両会計とも決算書及び付属書類は適正

に作成されているものと認めました。 

その他、審査結果の詳細につきましては、決算審

査報告書のとおりであります。 

以上で説明を終わります。 

●議長 加藤喜和君  これより質疑に入りますが、

本2案件については決算審査特別委員会を設置し、

これに付託の上、慎重に審査することにいたしてお

りますので、この点お含みの上、質疑願います。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ないようでありますから、これをもって質疑を終

わります。 

 お諮りいたします。 

 ただいま上程されています本2案件につきまして

は、議長及び議員選出監査委員を除く議員全員をも

って構成する決算審査特別委員会を設置し、これに

付託の上、 閉会中も継続して審査することにいたし

たいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。 

 したがって、そのように決定いたしました。 

 お諮りいたします。 

 ただいま設置されました、決算審査特別委員会の

委員長及び副委員長を、議長において指名いたした

いと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。 

 それでは、議長において指名いたします。 

 委員長には山本勝昭さん、副委員長には正木邦明

さん。以上のとおりでご異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。 

 したがって、そのように選任されました。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 加藤喜和君  日程第12、報告第1号定期

監査の結果についてを議題といたします。 

これより質疑に入ります。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

ないようでありますから、この程度で報告を終わ

ります。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 加藤喜和君  日程第13、報告第2号ない

し第5号、いずれも例月現金出納検査の結果につい

て、以上4案件一括議題といたします。 

これより質疑に入ります。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

ないようでありますから、この程度で報告を終わ

ります。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 加藤喜和君  日程第14、意見書案第 1号

被爆者に対して適正な援護の推進を求める意見書を

議題といたします。 

 本意見書案は、角田議員ほか8名全員の提案です

ので、直ちに採決いたします。 

 本意見書案は、原案のとおり決することにご異議

ありませんか。 
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   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。 

 したがって、本意見書案は、原案のとおり可決さ

れました。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 加藤喜和君  以上をもって、本日の日程

はすべて終了いたしました。 

なおこの場合、市長より挨拶したい旨の申し出が

ありましたので、これを許してまいります。 

市長。 

●市長 藤倉 肇君  閉会に当たって、一言申し

述べます。 

 財政再建団体としての本市は、財政再建計画の枠

組みの中で、今後市民生活を維持していくわけでご

ざいますが、いろいろな問題が発生するということ

が予測されます。 

私たちは市民の権利、市民生活向上のために市と

議会がさらに協働を重ねながら、夕張市の運営をし

ていくことが重要と思います。市の側といたしまし

ても、さらに全力をあげて取り組む所存であります

ので、議会におかれましてもよろしくご協力、ご協

働のほどお願い申し上げます。 

以上でございます。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 加藤喜和君  本日の会議はこれをもって

閉じます。 

●事務局長 竹下明洋君  ご起立願います。 

●議長 加藤喜和君  これをもって、第3回定例

夕張市議会を閉会いたします。 

――――――――――――――――――――――― 

午前 １１時４７分 閉会 
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